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プラズマ圏に見られる密度構造shoulderの生成と内部磁気圏における
overshieldingの関係の考察

Relation between formation of plasmaspheric shoulders and overshielding
at inner magnetosphere
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IMAGE衛星に搭載されたEUV観測機ではヘリウムイオンの太陽共鳴散乱光を撮像観測すること
により、プラズマ圏の大局的な構造とその時間変化をとらえることができた。そしてこれまでの
研究では知られていなかった新しい構造が発見された。shoulder、channel、fingerやcrenulation
が代表的な例である。特にshoulderに関しては、その構造の生成過程を説明しようとする研究が
精力的に行われている。Goldstein et al.（2002）によるとshoulderの生成は、磁気嵐によるリン
グカレントの生成とその後に起こる太陽風の磁場が北向きに変わることによる内部磁気圏を横切
る電場のovershieldingが密接に関わっているということを発表している。彼らの結論が正しいと
するならば、shoulderの生成の直前には、磁気嵐が起きているはずである。我々はGoldstein et
al. (2002)の原理では説明できないshoulderの事例を数例見つけた。本研究ではshoulderの生成過
程の再考を試みた。
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